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、発 表 要 旨 。討 論 の 概』要

色分類が 減少す る 。 こ の 傾向は ロ
ッ ト

ー
法 に よ る結果と

同 様 で あ る 。 なお ， 実験群 の 結果で は 事物，幾何 ， 抽象

図形 の 順 に 分類 され て 年少 （4 才で 形 と 色 同率）か ら形

分類が多 く， 比 鮫群 で は 年少 （4 才）に 形 よ りも色分類

が 多 くな つ て い る。ま た 全般に 実験 群 で は 比較群 よ りも

形分類 が 多 く，色分類が少な くなつ て い る、，こ の こ と

は ， 図形 の 持っ 親近性 ， 具体性が 形分類を優位にする こ

乏 が 図形分析か ら確 め ら れ た。

108　幼児におけ る大小概念の形成

　　　　 ○市橋　智　大友伸敬（桐花教育研究所）

　幼 児 が もつ 「大きい 物 」 「小 さい 物 」，と い う概念の 内

容 を 明 らか に し よ うと試 み，まず，か れ らが観念的に 把

握 し て い る 「大 ぎい 物」 「小さ い 物一1が 具 体的な刺激図

形 に ど の よ うに 反 応す る か を 調べ よ う と し た 。 そ の 方法

は，か れ らが 選 び だ し た 「大 きい 物」 「小 さい 物」を 言

語刺激と して 与え ， 「大ぎい 一1か 1
一
小 さい 」か の 反応を

させ ，次 に 大き
『
さに 変化 を もた せ ， 絵 に し た 図 形を 刺激

と して 与え，同様 の 反応を させ る 。 こ の と ぎ同時 に 言語
』
刺激も与 え る 。 反 応理 由を 問 い 記録す る 。 その 結果，年

長児 は 図形 の 大 きさ の 変化 に 反 応す る傾向を 示 し，年少

児 ぽ言 語刺激 に 反応す る 傾向を 示 し た 。 ま た 若干名 の 8

才児に 試み た結果全員図形に 反応 し た 。

109 幼児にお ける概念 把握の

　　　　　　　　 過程に関す る研 究 （T ）

　　　　
一

関係 の 把握 に つ い て （そ の 2）

　　　　　　　　　　　　　大崎サ チ ヱ （熊本大学）

　 ピ ア ジ エ の 示 し た 幼児 の 数概念の 発 達 段階に 検討を 加

え ， か つ 数 的関係概念 の 発達 の 実態 を 明 らか に す る。研

究方法 i （1）同数の 非連続的要素を 用 い て い ろ い ろ に 配置

した 2 組 の 系列相互 閼の 要量 の 数量 を 比較 さ せ る ，（2〕乎

本 と 同 数 の 要 素を 用 い て 図形 の 再 生 産 を させ る
’
。結 論 ：

ユ．ピ ア ジ エ の 示す 3 つ の 発達段階 は 5 才児，4 才児に

分布 し て み られ た。しか し第 3 段階 の 知覚的関係判断 の

段階か ら数量的操作的関係把 握 へ の 移行 は 5 才児に おい

て 40−“50e／o 程度現われ る もの とい え 盗 ，こ れ は 同時 に ，
：．数の 恒存概念の 成立演 5 才児 に お い て 開始す る こ と を示

す 。 2 ．幼児 に お け る 数 の 知覚的把握 は 基数 の 1 が 必ず

し も最初 で は な く， 2 ま た ほ 3が 最初 に 把握 され る場合

がある 。

110 幼児の数概念の発達 と生活条件

　　　　　野 呂 ア イ （栃木県 立 宇都宮女 子 高校）

数概念発達 の 主 要な原因 と し て の 量の 観念 と順序 の 観

念 と の 相互作用 ，

’
その うえに 社会経済的階層 の 条件 と し

て の 反 映 の すが た を 3 〜 6 才 児 に つ い て 実験的に 分析検

討 した。下 層 3 才 児 に 特 徴 的 な 2 つ の 観念 の 分 離   段 階

と，上 層 3才児 ・下 層 4 才児
〜上 層 5 才児

・下 層 6 才児

の 2 つ の 観念 の 相互作用 の 結果両 者の 交代を 経 過す る 不

安定 な段階 と，上 層 6 才 児 に お け る統
一され た 段階 の 大

き く3段階 を経 て 発達す る こ とが 推測 され る。 そ して社

会経済酌階層差は幼児 の 数概念 の 発達 に 反 映 され て 結果

的に は 明 らか に 1 年 と い 5ずれを 生 じ て お り，上 層 の 場

合は 5 才 で飛躍的な発達がみ られ る が，下層の 場合は 上

層 の それ ほ ど で は ない が 6 才で 飛躍的に 発達す ろ 。

111， 112　 日本文化の 中にみ る

　　　　　　　　　　幼児の 数観念の 発達

　　　　　  川 口 　 勇　   沢 登正 枝（関西 大学）

　　　　　高木正 孝（神戸 大学）

　 （1）

　 目的 ： 目本語 数詞 の もっ 特異性に 着 日 し，そ れ が幼児

の 数観念の 発達 に 及ぼ す影響の しか た を み る た め の 予 備

実験で あ る 。 実験系列 1の 方法 ；保脊所児 52名，幼稚

園 児25名に つ い て ，い ずれも 3 〜 4 個 の 比 較的単純 な数

要素か らなる列 の 数え 士けを 6実験課 した 。 結果 ：特に

数観念の 形成期 に あ る 4 才児 を中心 に ，種 々 の 混乱を 生

じて L・る なか に ，数詞 に よ る もの も見 出 され た （系歹堕

に お い て さ ら に 明 らか と な る）。　 複雑 な 日本語助数詞 の

’
問題 は ， 抽象的数段階に 達 して か らの 学令期前後か ら分

化す る よ うで あ る6 ま た 数詞 や 数観念 の 形成 され る 以 前

に ， す で に 数的行動 が現わ れ る と思 え る結果を 得 た 。 な

お 在 口朝鮮人の 数的生 活や 縦断的研究が 残され た。

　 （皿）

　 実験系列 皿の 方法 ： 保育所児35名幼稚園 児11名 に っ い

て ， 比較的複雜 な集群の 数えわけ を課 し，対象世界 を数

要 素 と して と ら え る 分類基準の あ り方 を み る た め の 6 実

験を行な つ た。結果 ： 具体的な対象世界を数的 に 分類す

る 困 難 さ は 規準に 混乱 を生 じ させ ，さ らに 数詞 の 複雑 さ

に よ る 混乱を 導 い て い る こ とを 見 出 し た D た と え ば， 1

ッ ，2 ッ に よ る数呼称 と 1 ， 2 ， 3 に よ る数呼称 と がそ

れ ぞ れ 異 な っ た規準と結び っ い て い る の で は ない か と 思

え る よ うな典型的事例が み られ た 。ま た 視知 覚的法則 に

影響 され る こ と が ， 必ず し も低 い 発達 段階に あ る とは い
1

え な い 場合もあ り， 数活動 と は 対象樟界の 構造 と それ へ

の 働きか け に よ り成 り立 つ もの で あ る と 考 え られ る 。

討　論　の　概　要

発達 （1〕の 部門で 発表 され た 12の 研究は rl ）知覚の 発達
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                                        Convention
                                                 '

 
've,

 Discussion  agreed  -that factor analysis  would  be

 .productive when  it is considered  to be one  of  the

, methods  ef  classifying  behavior  and  extracted  factors

 are  considered  to be hypothetical constructp,

              2, Development  (1)
   Chairman: T. Shirai and  T, Hidano
                                            '

 101, A  study  of  the  development of  visual  percep-,

     tion  (IV). Mitsu  Asada,  Osaka  City Universi-

     ty. 
'

   t t

 102, 103. Developmental  studies  of  real  visual

     movemerig.

     ("V) The  meaningful  articulation  of  the  moving

       {ield.      '

     (vr) On  anlsotrepy  of  space  and  meaningtul-

       ness  of  figure. .

     Nobuto  Imaizumi, Toshlyuki  Nishiyama and

     Ichiro Koura, 
'Hiroshima

 University.
  '

 104. A  developmental study  of pattern ,cognition.

  , Minoru  Saito, Clarke Junior'College,

 105. A  developmental study  of  cognitive  and  con-

     structive  processes of  .mosaic patterns  in men-

     tarly retarded  chiltiren.  Toru Sgwanaka, Kyoto
                '
     Univer$ity,

 106. A  developmental study  on  the  cognition  of

     figures (V), Keiko Ka$hiwagi,  Tokyo  Woman's
              '

      Christian College, .

 107. Experimental  studies  on  the Form-Farb-Pro-
 '
     blem, Takao  Aikawa,  Aichi Gakugei Universi-

     ty. 
' ･

                            '

 108, Children's conception  of  
"large

 and  small".
                                        '
     Satoshi Ichihashi and  Nobutaka  Otomo,  Toka

     In$titute of Educatiohal Research,
                                         '

 109. 0n  the  process of  concept  attainment  in pre-

     school  children.                                       '

     (V) On  the  composition  of  relation(il').  Sachie

     Osaki, Kumqmoto  University. 
'

 110. Development  of  the  child's  number  concept

     and  living conditions.  Ai Noro.  Utsunomiya

     Girl Senior High SchooL

 111, 112. The  develepment  of  child"s  concept  of

     number  in Japanese eulture  (I), (fi). Isaniu

     Kawaguchi,  Masae  Sawanobori, Kansal Uni-

     versity  and  Masataka  Takagi, Kobe  University,

Reports

                            '

                  IDiscussion .                                             '

    
'The

 papers presented in this section  were  diL'

 vided  fer the  sake  of  convenience  into follQwing

 three  classes:  .

 1) berceptual' development (101--.103), 2) ,cogni-

 tive deveropment  (104NI07), and3)  conceptual  de-

 velopn}ent  (108r-,112). 
The

 
following

 
discussio#

 takes up  the  above  topics in order.

    The  iirst greup  ot  papers  classified  as  
"percep-

 tual  
development"

 
were

 
all

 
related

 
tQ

 
the

 prgblem

 o{  perception  of  movement  and  most  ot  them  polnt-

 ed  out  significant  differenees between  children  and
            i
 adults.  The discussion was  centered  aroun6  the

 interpretation of  this difference and  it was  suggested'

 that the  developmental  approach  to the  problem. of

 perception of  movement  would  need  a eloser  coope-

 ration  with  the theoretical approach  in the field of

 general perception. The former may  thus  contribu-

 te'to  the  latter clarifying  the genetic aspect  of  the

 problem, 
'

                             '

    The  secend  group  of  papers  c[assi{ied  as  
"ceg-

 nitive  development"  dealt with  the problerp of  pat-

 tern  cognition  in both normal  and  feeble-minded

 children.  The  main  characteristics  of  the  sttidies

 were  the analysis  of  the  cognitive  process in pat-

 tern perception  with  reference  to its deve16pment

 The  discussion on  this topic  was  led in the  direc-

 tien  toward  the  problem  of  practica!  application  of

 the  experimental  results  to school  education.  The
                                           '
 basic attitude  of  the developmental approach  in
                              '
 educational  psycholegy' was  theh  questioned. 

'
 The

 su-ggestion  made  here was  that  it might  be rather

 dangerous to try  to apply  any  experimental  result

 too hastely te the practical  problem  of  educLiien.

 but that  educational  psychologists  should  be aware

 to make  a  fruitful rnatch  between a  practical need

 for psychological solution  of  educational  problems

 and  a  genuine  inquiry of  psychological problems.

    The  last group  of  papers elassified  as  
`Cconceptu-

 al  development" wgre  ali  concerned  with  the  prob-

 lem of  develoPment o{  nurnber  concept  in preschool

 children,  some  dealing with  the  concept  of  quanti-

 tative relation,  some  with  the  interaction between the                   '

 concepts  oi  quantity and  of  order,  and  bther$ with
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